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岡
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⑤
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[評] 豊
ゆた

かな世
せ

界
かい

観
かん

の表
ひょう

現
げん

で見
み

応
ごた

えがあります。

推賞
作品

浜松市立佐鳴台中学校１年　鈴木望那未

『大樹』
豊
ゆた

かで深
ふか

い緑
みどり

色
いろ

の変
へん

化
か

を追
つい

求
きゅう

した。

中学校   1年

髪か
み

の
毛け

の
流な

が

れ
を
工く

夫ふ
う

し
ま
し
た
。

東
伊
豆
町
立
熱
川
中
学
校
一
年
　
吉
田
眞
那
斗

『
お
父
さ
ん
』

水す
い

分ぶ
ん

量り
ょ
う

に
気き

を
つ
け
て
塗ぬ

り
ま
し
た
。

伊
東
市
立
南
中
学
校
一
年
　
浦
山
瞳
子

『
の
ど
か
ら
手
が
で
る
』



［
評
］
高た

か

い
描び

ょ
う

写し
ゃ

力り
ょ
く

で
情じ

ょ
う

景け
い

の
様よ

う

子す

が
よ
く
伝つ

た

わ
り
ま
す
。

推
賞

作
品

河
津
町
立
河
津
中
学
校
一
年
　
山
本
結
良

『
ピ
ア
ノ
』

黒く
ろ

を
作つ

く
っ
て
ピ
ア
ノ
を
ぬ
っ
た
。

南伊豆町立南伊豆東中学校１年　樋口優生

『僕の靴』
影
かげ

をつけて立
りっ

体
たい

的
てき

に仕
し

上
あ

げた。

静岡県立伊豆の国特別支援学校
伊豆下田分校中学部１年　森　結愛

『いちょう』
場
ば

所
しょ

や色
いろ

を考
かんが

えながら制
せい

作
さく

しました。

函南町立函南中学校１年　古屋元気

『秋の輝く柿』
柿
かき

の色
いろ

合
あ

いを工
く

夫
ふう

しました。

沼津市立第一中学校１年　早川凌平

『ハクセキレイの宝石箱』
巣
す

の中
なか

に宝
ほう

石
せき

やサクランボがある。

沼津市立第三中学校１年　松本寧音

『上履き』
いろいろな色

いろ

を使
つか

って描
か

きました。

御殿場市立富士岡中学校１年　佐野元康

『人休（じんきゅう）』
髪
かみ

の毛
け

一
いっ

本
ぽん

一
いっ

本
ぽん

をリアルに仕
し

上
あ

げた。

富士市立吉原第二中学校１年　堀　茉奈加

『怪物』
明
めい

暗
あん

がでるようにがんばりました。

富士宮市立富士宮第二中学校１年　塚田里悠

『くらげ』
クラゲの足

あし

を様
さま

々
ざま

な色
いろ

にしました。

静岡市立服織中学校１年　松澤いつき

『新鮮なフルーツをたくさん使ったフルーツタルト』
地
じ

元
もと

で生
せい

産
さん

したイチゴをイメージした。

静岡市立籠上中学校１年　松原遼太朗

『夢見る少年』
色
いろ

使
づか

いを工
く

夫
ふう

して描
か

きました。

静岡市立清水興津中学校１年　神山夏希

『暗黒の中の幻』
グラデーションがうまくできた。

富士宮市立西富士中学校１年　田代あも

『森の中を流れる川』
流
なが

れを表
ひょう

現
げん

するのが難
むずか

しかった。



［
評
］
構こ

う

成せ
い

や
色し

き

彩さ
い

の
工く

夫ふ
う

で
、
質し

つ

感か
ん

が
際き

わ

立だ

っ
て
い
ま
す
。

推
賞

作
品

掛
川
市
立
栄
川
中
学
校
一
年
　
甲
賀
き
ら

『
美
味
し
い
ピ
ー
マ
ン
』

影か
げ

や
光ひ

か
り

の
色い

ろ

を
考か

ん
が

え
て
、
コ
ン
テ
で
描か

い
た
。

藤枝市立青島中学校１年　片川琴音

『漢字の感じ“波”』
背
はい

景
けい

の波
なみ

を繊
せん

細
さい

に描
か

いた。

藤枝市立大洲中学校１年　大石菜乃花

『思いをスケッチに　バレ−シュ−ズ』
光
ひかり

の部
ぶ

分
ぶん

は白
しろ

くあけ、影
かげ

は濃
こ

く描
か

いた。

島田市立島田第一中学校１年　鈴木うた

『吸いこまれるトマト』
おいしく見

み

える色
いろ

合
あ

いに着
ちゃく

彩
さい

した。

藤枝市立葉梨中学校１年　清水啓悟

『マカロニア−ト』
リピテーションを意

い

識
しき

して作
つく

った。

牧之原市立榛原中学校１年　大石ゆい

『誇りの牧之原市』
特
とく

徴
ちょう

を捉
とら

えて、描
か

き方
かた

を変
か

えた。

掛川市立西中学校１年　匂坂夏野

『春の風景』
春
はる

の暖
あたた

かさを色
いろ

で表
ひょう

現
げん

した。

御前崎市牧之原市学校組合立
御前崎中学校１年　栗林　永

『見つめると見えてくるもの〜スルメ〜』
スルメの色

いろ

に近
ちか

づくように工
く

夫
ふう

した。

磐田市立城山中学校１年　丹羽咲愛

『私をはなやかにしてくれる仮面』
表
ひょう

情
じょう

を豊
ゆた

かにして、鮮
あざ

やかで華
はな

やかにした。

磐田市立城山中学校１年　永田夏基

『タージマハルになれる仮面』
立
りっ

体
たい

的
てき

に見
み

えるように工
く

夫
ふう

した。



［
評
］
色し

き

彩さ
い

や
形か

た
ち

の
構こ

う

成せ
い

か
ら
、
繊せ

ん

細さ
い

さ
や
迫は

く

力り
ょ
く

を
感か

ん

じ
ま
す
。

推
賞

作
品

下
田
市
立
下
田
中
学
校
一
年
　
松
川
　
翠

『
夢
に
向
か
っ
て
』

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に
つ
な
げ
た
。

金き
ん

ピ
カ
に
す
る
よ
う
に
、こ
く
ぬ
り
ま
し
た
。

伊
東
市
立
対
島
中
学
校
一
年
　
小
林
龍
聖

『
金
ピ
カ
の
だ
い
ぶ
つ
』

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
き
れ
い
に
で
き
た
。

沼
津
市
立
第
二
中
学
校
一
年
　
野
田
　
希

『
楽
し
い
絵
文
字
・
勢
い
』

上じ
ょ
う

手ず

に
色い

ろ

が
重か

さ

な
り
良よ

か
っ
た
で
す
。

裾
野
市
立
西
中
学
校
一
年
　
内
山
蒼
太

『
野
生
の
玉
ね
ぎ
』

グ
ラ
ン
ド
の
石い

し

を
い
ろ
ん
な
色い

ろ

で
描か

い
た
。

小
山
町
立
小
山
中
学
校
一
年
　
芹
澤
颯
一
郎

『
グ
ラ
ン
ド
の
片
隅
に
タ
ン
ポ
ポ
』

浜松市立湖東中学校１年　山川蒼來

『みんなちがって　みんないい』
水
すい

彩
さい

とデザイン両
りょう

方
ほう

の良
よ

さが出
だ

せた。

浜松市立篠原中学校１年　井ノ口ななみ

『空の宝』
こまかくていねいに描

か

けた。

静岡県立浜松特別支援学校中学部
１年　山﨑　智

『カマキリとコオロギ』
一
ひと

つずつていねいにかきました。

静岡県立浜松聴覚特別支援学校中学部
１年　デラクルス クライス チェスター シブノ

『炎とたたかう消防士』
みんなをたすける消

しょう

防
ぼう

士
し

になりたい。

湖西市立岡崎中学校１年　戸塚乙寧

『ピーマン時計』
奥
おく

行
ゆ

きを意
い

識
しき

して、色
いろ

に変
へん

化
か

をつけた。



［
評
］
様さ

ま

々ざ
ま

な
模も

様よ
う

と
色い

ろ

の
組く

み
合あ

わ
せ
が
美う

つ
く

し
い
で
す
。

推
賞

作
品

静
岡
県
立
沼
津
聴
覚
特
別
支
援
学
校
中
学
部
一
年
　
馬
場
海
帆

『
ユ
ニ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
大
百
科
ア
ー
ト
』

い
ろ
い
ろ
な
模も

様よ
う

を
考か

ん
が

え
て
制せ

い

作さ
く

し
ま
し
た
。

暗く
ら

さ
の
違ち

が

い
を
よ
く
見み

て
表ひ

ょ
う

現げ
ん

で
き
た
。

静
岡
市
立
大
里
中
学
校
一
年
　
村
松
　
頌

『
ア
ル
ミ
缶
デ
ッ
サ
ン
』

星ほ
し

を
描か

く
の
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

富
士
市
立
吉
原
第
二
中
学
校
一
年
　
守
上
春
翔

『
星
』

海う
み

を
世せ

界か
い

に
、鯨く

じ
ら

を
子こ

ど
も
に
見み

立た

て
た
。

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校
一
年
　
山
田
百
華

『
海
に
染
ま
る
』

花は
な

が
春は

る
の
喜よ

ろ
こ

び
を
歌う

た

う
か
の
よ
う
に
表あ

ら
わ

し
た
。

島
田
市
立
六
合
中
学
校
一
年
　
坂
田
柚
花

『
よ
ろ
こ
び
』

細さ
い

部ぶ

に
こ
だ
わ
り
、て
い
ね
い
に
着ち

ゃ
く

彩さ
い

し
た
。

藤
枝
市
立
青
島
北
中
学
校
一
年
　
北
川
千
晴

『
文
字
っ
て
お
も
し
ろ
い
』

花は
な

と
生い

き
方か

た

を
重か

さ

ね
合あ

わ
せ
て
表ひ

ょ
う

現げ
ん

し
た
。

牧
之
原
市
菊
川
市
学
校
組
合
立
牧
之
原
中
学
校

一
年
　
原
﨑
百
花

『
好
き
な
自
分
で
』

思お
も

い
出で

を
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
に
表あ

ら
わ

し
た
。

御
前
崎
市
立
浜
岡
中
学
校
一
年
　
赤
堀
　
諒

『
バ
ル
ー
ン・
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド「
夏
の
日
」』

塗ぬ

る
場ば

所し
ょ

に
よ
っ
て
、水す

い

分ぶ
ん

量り
ょ
う

を
変か

え
た
。

森
町
立
森
中
学
校
一
年
　
神
馬
魁
玄

『
絵
文
字「
乾
」』

違い

和わ

感か
ん

を
あ
た
え
る
た
め
に
工く

夫ふ
う

し
た
。

浜
松
市
立
南
部
中
学
校
一
年
　
外
波
山
悠
乃

『
今
年
も
大
漁　
み
か
ん
つ
り
』



中
学
校   

二
年

メ
イ
ン
に
目め

立だ

つ
色い

ろ

を
使つ

か

い
ま
し
た
。

浜
松
市
立
積
志
中
学
校
一
年
　
後
藤
緋
里

『
あ
ま
酸
っ
ぱ
い
キ
ウ
イ
』

色い
ろ

の
バ
ラ
ン
ス
を
考か

ん
が

え
て
配は

い

色し
ょ
く

し
た
。

浜
松
市
立
丸
塚
中
学
校
一
年
　
平
本
早
紀

『
パ
タ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
』

赤あ
か

系け
い

統と
う

で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
と
こ
ろ
。

浜
松
市
立
光
が
丘
中
学
校
一
年
　
内
山
柚
妃

『
絵
文
字「
苺
」』

筆ふ
で

の
先さ

き
を
使つ

か
っ
て
、細こ

ま
か
い
と
こ
ろ
を
描え

が
い
た
。

浜
松
市
立
水
窪
中
学
校
一
年
　
河
村
ほ
の
か

『
私
の
１
文
字「
笑
」』

［
評
］
何な

ん

重じ
ゅ
う

何な
ん

色し
ょ
く

も
の
厚あ

つ

塗ぬ

り
が
表ひ

ょ
う

現げ
ん

を
強き

ょ
う

調ち
ょ
う

し
て
い
ま
す
。

推
賞

作
品

藤
枝
市
立
高
洲
中
学
校
二
年
　
奥
村
天
花

『
世
界
平
和
へ
の
祈
り
』

み
ん
な
が
幸し

あ
わ

せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

バ
ッ
ク
で
必か

な
ら

ず
ネ
ッ
ト
に
返か

え

し
た
い
思お

も

い
。

東
伊
豆
町
立
稲
取
中
学
校
二
年
　
石
井
み
お

『
打
つ
瞬
間
』

影か
げ

と
光ひ

か
り

を
意い

識し
き

し
ま
し
た
。

南
伊
豆
町
立
南
伊
豆
中
学
校
二
年
　
早
川
友
茉

『
空
を
見
上
げ
て
』

リ
ン
ゴ
を
リ
ア
ル
に
描か

き
ま
し
た
。

函
南
町
立
函
南
中
学
校
二
年
　
石
井
涼
夏

『
空
飛
ぶ 

り
ん
ご
』

は
っ
き
り
と
影か

げ

を
つ
け
ま
し
た
。

伊
東
市
立
対
島
中
学
校
二
年
　
山
本
心
羽

『
夏
の
終
わ
り
の
ア
ジ
サ
イ
』

い
ろ
ん
な
色い

ろ

を
工く

夫ふ
う

し
ま
し
た
。

伊
東
市
立
南
中
学
校
二
年
　
河
本
芽
衣

『
つ
ば
き
に
と
ま
っ
て
い
る
と
り
』

光ひ
か
り

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
が
ん
ば
っ
た
。

沼
津
市
立
片
浜
中
学
校
二
年
　
佐
藤
綾
那

『
潮
会
ポ
ス
タ
ー
・
魂
』

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
丸ま

る

く
切き

っ
た
と
こ
ろ
。

清
水
町
立
清
水
中
学
校
二
年
　
石
﨑
和
々
瑚

『
こ
の
林
檎
ま
ず
ぅ「
毒
だ
！
」』

水み
ず

の
色い

ろ

や
影か

げ

な
ど
の
表ひ

ょ
う

現げ
ん

を
工く

夫ふ
う

し
た
。

富
士
市
立
岳
陽
中
学
校
二
年
　
永
田
帆
乃

『
25
公
園
』



［
評
］
色い

ろ

の
選え

ら

び
方か

た

が
作さ

く

品ひ
ん

を
よ
り
魅み

力り
ょ
く

的て
き

に
し
て
い
ま
す
。

推
賞

作
品

袋
井
市
立
袋
井
中
学
校
二
年
　
田
村
陽
咲

『
ゆ
り
の
園
』

ゆ
り
一い

っ

本ぽ
ん

一い
っ

本ぽ
ん

の
強き

ょ
う

弱じ
ゃ
く

を
意い

識し
き

し
ま
し
た
。

伊豆の国市立韮山中学校２年　秋山あゆみ

『私の学校の昇降口』
遠
えん

近
きん

法
ほう

を用
もち

いて、昇
しょう

降
こう

口
ぐち

を描
か

きました。

伊豆の国市立長岡中学校２年　牧田大和

『青い花火』
ストローとアクリル絵

え

の具
ぐ

を使
し

用
よう

した。

伊東市立北中学校２年　岩崎瑚々

『私の朝食』
木
もく

目
め

や皿
さら

の細
さい

部
ぶ

までこだわった。

伊東市立南中学校２年　森野莉愛

『野生』
しなやかな体

からだ

を表
ひょう

現
げん

しました。

小山町立小山中学校２年　東海林優空

『ひまわり』
水
みず

をあげた後
あと

のひまわりを表
ひょう

現
げん

した。

三島市立南中学校２年　岡田芽衣

『間眠神社』
鳥
とり

居
い

のどっしり感
かん

を上
じょう

手
ず

に出
だ

せた。

沼津市立第三中学校２年　岩元陽葵

『立体感のある平面構成』
三
さん

点
てん

透
とう

視
し

図
ず

法
ほう

を活
かつ

用
よう

して描
か

いた。

沼津市立門池中学校２年　日吉倖桜

『前へ』
点
てん

を打
う

ち、水
みず

しぶきを表
ひょう

現
げん

した。

長泉町立北中学校２年　森下結衣

『―対比の美―　光と影』
光
ひかり

は花
はな

、影
かげ

は葉
は

と金
きん

魚
ぎょ

でイメージした。

長泉町立北中学校２年　齋藤文佳

『北中前の黄瀬川』
川
かわ

の流
なが

れをでこぼこにしたことです。

富士市立吉原北中学校２年　石野愛了

『望星広場から見た校舎』
点
てん

描
びょう

をいかし、光
ひかり

を表
ひょう

現
げん

した。

富士宮市立大富士中学校２年　深澤颯来

『いつもの帰り道』
空
くう

気
き

遠
えん

近
きん

法
ほう

と横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

のひびを工
く

夫
ふう

した。



［
評
］
作さ

く

品ひ
ん

か
ら
、
浮ふ

遊ゆ
う

感か
ん

や
動う

ご

き
を
感か

ん

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

推
賞

作
品

牧
之
原
市
立
榛
原
中
学
校
二
年
　
小
澤
慶
治
朗

『
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
』

ど
こ
か
ら
も
表ひ

ょ
う

現げ
ん

が
伝つ

た

わ
る
よ
う
に
し
た
。

富士宮市立富士宮第四中学校２年　佐野和花

『産まれるまで待つ鳥』
桜
さくら

の花
はな

と巣
す

がイメージを表
ひょう

現
げん

できた。

静岡市立籠上中学校２年　吉田優夢

『鏡で見た私』
目
め

の表
ひょう

情
じょう

を工
く

夫
ふう

して描
か

きました。

静岡市立服織中学校２年　青山冴子

『引いて食べて　たのし〜おいし〜』
買
か

う人
ひと

が楽
たの

しめる工
く

夫
ふう

をたくさん入
い

れた。

静岡市立服織中学校２年　鷲巣　司

『チョコチップクッキー＆オリジナルクッキー』
チョコを乾

かん

燥
そう

させてから練
ね

った。

静岡市立籠上中学校２年　入谷美有

『ぬりえパズル』
色
いろ

のバランスを意
い

識
しき

してぬりました。

焼津市立大村中学校２年　丹羽璃衣彩

『ネモフィラ』
中
ちゅう

心
しん

を残
のこ

して、花
はな

びらを丁
てい

寧
ねい

に彫
ほ

った。

藤枝市立岡部中学校２年　松下聖明

『心で捉えたイメ−ジ「抑えきれないマイナス思考」』
暗
くら

いと明
あか

るい感
かん

情
じょう

を対
たい

比
ひ

で表
ひょう

現
げん

した。

静岡県立藤枝特別支援学校中学部
２年　渡邉遥斗

『焼津の思い出カツオ縞』
カツオ縞

しま

の線
せん

を勢
いきお

いよく描
か

きました。

御前崎市牧之原市学校組合立御前崎中学校
２年　中岡竜馬

『御前崎の魚と花と海』
色
いろ

鮮
あざ

やかになるように、配
はい

色
しょく

を工
く

夫
ふう

した。

磐田市立磐田第一中学校２年　田村まこ

『14歳の記念切手〜点描で表す世界〜』
楽
がっき

器の色
いろ

の変
へん

化
か

に力
ちから

を入
い

れた。

磐田市立豊田中学校２年　佐藤麻乃

『朝日に駆ける』
銀
ぎん

紙
がみ

を使
し

用
よう

して、朝
あさ

日
ひ

を輝
かがや

かせた。

磐田市立豊岡中学校２年　越後柚香

『異世界の住人たち』
日
にち

常
じょう

の中
なか

に非
ひ

日
にち

常
じょう

を表
ひょう

現
げん

できた。


